








要約

産褥一ケ月までのエモーショナルサポートの方法と必要性とその最適時期を決定するため

の電話相談の意義について検討した。産褥婦 218 名を対象とし、産褥 5日目及び産褥一ケ

月時に STAI,EPDS,STEIN を調べた。またこれを A 群(退院 1 週間目に医療側から電話訪問

をした)と B 群(電話相談をしなかった)とに分け電話相談の効果について検討した。STAI

での検討では電話相談をしても全体として褥婦の不安の軽減にはならなかった。逆に、電

話相談により不安が増すものも見られ、これは褥婦が自発的に電話をかけてきたものや、

医療側からの電話の後にさらに電話をしてきたもので初産婦に多く見られた。医療側から

の電話のみの群の中には不安の軽減がみられたものもあった。不安の内容の検討やカウン

セラーの教育により電話相談の有効性につきさらに検討を要するものと思われた。


